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行政相談委員　就任

　吉賀町担当の行政相談委員に、本年４月１日付けで次

の方が委嘱されました。委嘱期間は平成３１年３月３１

日までの２年間です。

　行政相談委員は、総務大臣が委嘱した民間有識者（ボ

ランティア）の方です。行政相談所を柿木基幹集落セン

ター、六日市福祉センターで定期的に開設（開設日は町

民カレンダーに掲載）し、住民の皆様の身近な相談相手

として、国の行政などに関する相談を受け付け、助言や

関係機関に対する改善の申し入れなどを行っています。

お知らせ

桑原　恒夫さん

（主に旧柿木村区域担当）

村上　禎　さん

（主に旧六日市町区域担当）

２０１６年度島根県育児ベスト制度賞　受賞

　平成２８年度において、吉賀町の子育世代の子育て支援充実施策が見

事、島根県育児ベスト制度賞を受賞しました。この制度は、育児助成金

白書事務局が全国各地の自治体の子育て制度の情報を更新し、毎年独自

の施策、育児・子育て家庭にとって有益な施策に対して表彰されます。

　吉賀町の子育て支援「３本の矢」　１の矢：子どもの医療費の無償化

（高校３年生まで）　２の矢：学校給食費の無償化　３の矢：保育料及び

学童保育料の無償化が評価され、世に広く認知されるべき施策であると

認められました。

吉賀町情報公開制度運用状況（平成２８年度）

　平成２８年度の情報公開制度の運用状況を公表します。

実施機関
請求及び
申出件数

処理内訳

公開 部分公開 非公開 不存在 合計

町長 8 4 2 2 8

議会

教育委員会 5 2 2 1 5

農業委員会 1 1 1

選挙管理委員会

監査委員

固定資産評価審査委員会

合計 14 6 5 1 2 14

情報公開制度運用状況

◎町が持っている情報（公文書等）を住民の皆さんからの請求により公開する制度です。

・公開 ･･･ 町が持っている情報は公開することが原則です。

・部分公開 ･･･ 個人情報等の非公開情報を除き公開します。

・非公開 ･･･ 個人情報等の非公開情報のみの場合公開しません。

・不存在 ･･･ 公文書等が存在しない場合。

※非公開情報は個人情報以外にも吉賀町情報公開条例第７条において定められています。

（単位：件）
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お知らせ

知っておこう　熱中症対策 !!

熱中症とは…

　体の熱が十分に放出されず、熱がこもってしまう状態のことをいいます。

めまい、頭痛、吐き気、体のだるさなどの症状がみられます。ひどいとき

は意識障害や死に至ることがあります。体温調節機能が未熟な子どもや、

低下しているお年寄りは特に注意が必要です。

暑さに慣れない

時期は要注意

涼しい場所へ避難させる

衣服を脱がせ、体を冷やす

水分 ･塩分を補給する

ただし、水を自力で飲

めない、または症状が

改善しない場合は直ち

に救急車を要請しま

しょう

救急隊を要請する

涼しい場所へ避難させる

衣服を緩め、身体を冷やす

倒れた時の状況が分か

る人が医療機関に同行

しましょう

医療機関に搬送する

熱中症になった時の処置

①意識がある、 反応が正常な時 ②意識がない、 反応がおかしい時

予防対策

こまめに水分をとろう !
のどが渇く前にこまめに水分補給

をしましょう。

飲酒や寝不足、体調には気を付けよう !
飲酒や寝不足などで体調を崩すと熱中症になりやすくな

ります。

室内を涼しくしよう !
エアコンや扇風機で室内を適温に

保ちましょう。

丈夫な体を作ろう！
バランスの良い食事や睡眠をとり、丈夫な

体を作りましょう。

問い合わせ先

六日市分遣所　☎７７-０１６２　柿木分遣所　☎７９-２２０１
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お知らせ

吉賀町本人通知制度

　本人等の代理人や第三者からの住民票の写しや戸籍謄本などの交付請求に対し、証明書を

交付した事実を事前に登録されている方に郵便でお知らせする制度です。

　この制度を実施することで、証明書の不正請求の早期発見や抑止効果を図ることができ、

個人の権利の侵害防止につながります。

※住民票の写し等の証明書の交付を止めるものではありません。

通知の対象となる証明書

住民票の写し、消除された住民票の写し、住民票記載事項証明、戸籍の附票の写し、

消除された戸籍の附票の写し、戸籍謄 (抄 )本 、除かれた戸籍謄 (抄 )本、戸籍記載事項証明

本人通知制度を利用するには

事前登録が必要です。登録完了後、その翌開庁日から交付した証明書が通知対象となります。

事前登録できる方

・吉賀町の住民基本台帳に記録されている方（消除者含む）

・吉賀町の戸籍に記録されている方（消除者含む）

・吉賀町の戸籍の附票に記録されている方（消除者含む）

事前登録の受付

税務住民課（本庁舎）及び柿木地域振興室（柿木庁舎）で受付します。郵送での申出も可能です。

登録手続きに必要なもの

①吉賀町本人通知制度事前登録申出書　②本人確認書類

※代理人の場合はその資格が確認できる戸籍謄本や登記事項証明書、委任状等が必要となります。

①事前登録申請

本人通知制度の流れ

②請　求

③交　付

④交付の事実を通知

証明請求者

代理人・第三者

吉　

賀　

町　

役　

場

登　

録　

者

※制度の内容を詳しく知りたい場合は、税務住民課へお問い合わせください。

お問い合わせ先

吉賀町役場　税務住民課　☎７７－１１１３
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平成２８年度吉賀町ふるさと応援寄附金状況報告

ご寄附と応援メッセージをありがとうございます

■寄附の状況（平成２８年４月～平成２９年３月）

事業の種類 件数 金額（円）

ふるさとの子どもとおよしよりを大切にする事業 25 2,322,500

ふるさとの資源と環境を大切にする事業 21 1,132,500

ふるさとの文化を大切にする事業 15 635,000

合　　計 61 4,090,000

■寄附者一覧

川
かわかみ

上　真
しんご

吾　　様

金
かねこ

子　清
きよたか

孝　　様

中
なかむら

村　利
としみ

美　　様

池
いけだ

田　景
けいこ

子　　様

池
いけだ

田　稔
みのる

　　　様

（公表をご了承いただいた方のみお名前を掲載しております。順不同。）

山
やまさき

﨑　信
しんいち

一　　様

上
うえやま

山　祐
ゆうへい

平　　様

寺
てらど

戸　勇
いさむ

　　　様

株式会社マリン

　石
いしい

井　哲
てつふみ

文　様

■メッセージ

●母が柿木の生まれです。すばらしい神楽や自然が残されるよう、

　田舎の生活が成り立って行くように。

●有飯の出身です。少しでも町の役に立てればと思います。

■寄附金を活用して、平成２８年度は次の事業を実施しました

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ブックスタート 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 315 314

陰陽神楽競演大会補助 貴重な地域伝統文化を紹介 160 160

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

■平成２９年度は、こんな事業を計画しています

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ブックスタート 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 406 406

新入学お祝い事業 子どもだちの新入学に際し、制服・体操服の購入費を助成 1,009 500

免許返納バスパスポート 運転免許を返納された方（65 歳以上）に、バス運賃割引カードを発行 600 300

いきいき健康高齢者表彰 健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰 55 55

陰陽神楽競演大会補助 貴重な地域伝統文化を紹介 160 160

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

小
こばやし

林　憲
けん

　　　様

石
いしかわ

川　純
じゅんじ

二　　様

石
いしばし

橋　志
し ず え

津枝　様

中
なかむら

村　定
さだお

男　　様

岩
いわた

田　和
かずゆき

幸　　様

小
こやま

山　陽
あきら

　　　様

陰陽神楽競演大会【文化】ブックスタート事業

青
あおの

野　貞
さだお

夫　　様

山
やまもと

本　良
よしかず

和　　様

五
ごとう

島　瑞
みずえ

枝　　様

重
しげとみ

冨　亮
あきら

　　　様

赤
あかまつ

松　光
みつあき

昭　　様

お知らせ
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お知らせ

よしか鳥獣だより①

　吉賀町にはいろんな野生動物が生息しています。野生動物は、にくい・こわい・かわいい・おいし

そう・たのしいなどと人それぞれ違った印象をもっています。身近にいるけど案外知らない、そんな

動物のことを知ることで、付き合い方や対策などにもいかすことが出来ます。定期的に吉賀にすんで

いる動物の特徴や鳥獣被害対策などを紹介していきます。今回は海外から持ち込まれたネズミの仲間

のヌートリアです。アライグマと同様に特定外来生物です。

問い合わせ先

吉賀町役場　産業課鳥獣対策専門員　金澤紀幸　☎　７９－２２１３

陸に上がったヌートリア

ヌートリア（ヌートリア科）

英名：Coypu、Nutria

特定外来生物 水陸両用

どんどん増える 草食性

〇南米原産で、戦時中に毛皮をとるため日本に持ち込まれました。

〇河川、池、沼などの水辺で生活しています。

〇後ろ足には水かきがあり泳ぎが得意で、危険を感じると潜って逃げます。

〇鼻からしっぽの先までの全長は１ｍぐらいの大きさです。

〇土手に穴を掘って暮らし、沼ビーバーとも呼ばれます。

〇草食性で、水辺の植物が大好きですが、大事に育てた稲や野菜も好んで食べます。

〇最も被害が大きい作物は稲です。鎌で刈ったようにされてしまいます。

〇ニンジン、キャベツ、サツマイモなど甘みのある野菜への被害も多くあります。

〇生後４ヶ月で平均６頭ほどの子どもを産み年に２～３回出産します。

〇吉賀町では大野原や七日市から六日市、蔵木にかけて多く見つかっています。

〇捕獲はオリを水面に浮かべると効果的です。

（※捕まえるためには、捕獲許可が必要となります。）

水面に顔を出して泳ぎます

お住いの地域でヌートリアを見かけましたら、産業課まで情報をお寄せください。

ヌートリアの特徴

顔

○面長

○小さな耳

○白く長い髪

○オレンジ色の前歯

尾
○長い（体と同じくらい）

○毛が無く細長い

○尾長 30 ～ 45 ｃｍ

全身
○足ひれのついた後ろ足

○泳ぎが得意

○頭胴長 55 ～ 65 ｃｍ

特徴

○鋭い前歯で噛みきる

○繁殖力が旺盛で

　年数回出産

○動きは鈍いが

　水中でもよく動く

○湖沼、河川に生息

○草食性

○特定外来生物
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お知らせ

吉賀町いきいき健康高齢者表彰について

　今年度も、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰したいと思いますので

下記の条件に該当する方は、役場保健福祉課まで応募ください。表彰の対象者は、健康で生き

がいを持って元気に生活している高齢者とし、次の各号のいずれにも該当する方です。

（1）４月１日現在において、満８０歳以上であること。

（2）４月１日を基準日として、基準日前１年間において吉賀町に在住し、

　　介護保険法（平成９年法律第１２３号）に基づく給付を受けなかった者。

（3）健康であることを自他ともに認める者とする。

（4）吉賀町民２名の推薦者が有ること。

表彰は、１人１回限りです。

表彰者の決定は吉賀町いきいき健康高齢者表彰推薦書を町長に提出し、町長が決定します。

みろく公園周辺の森林整備

　「公益財団法人いづも財団」の助成により、みろく公園周辺の森林を整備しました。これまで木の

枝や葉に覆われて暗くなっていた山の中も日差しが入り、明るさを取り戻しました。

国民健康保険の加入や脱退の届けをお忘れなく

　就職して職場の健康保険に加入する場合や退職して国民健康保険に加入する方は、１４日以内に吉

賀町役場に届け出をしてください。保健福祉課または柿木地域振興室で受け付けています。

※ご家族が代理で届出を行なうこともできます。

　勤務先が手続きを代行することはありませんのでご注意ください。

問い合わせ先

保健福祉課　国民健康保険係　☎０８５６－７７－１１６５

手続きに必要なもの

○国民健康保険に加入するとき

　職場の健康保険資格喪失証明書

○国民健康保険をやめるとき

　　　国民健康保険の保険証、新しい職場の健康保険証

問い合わせ先

保健福祉課　☎７７－１１６５

表彰の内容

表彰された方には、表彰状及び記念品を贈呈し、町

広報に掲載してこれを公表させていただきます。

表彰の時期

表彰は毎年９月に行います。ただし、町長が特別

の事情があると認めるときは随時に行います。

応募締め切り ６月３０日（木）
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お知らせ
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グラントワ
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

４
月
８
日
、
吉
賀
高
校
の
入
学
式
後
に
、

新
入
所
生
12
名
を
迎
え
て
、
サ
ク
ラ
マ
ス

交
流
セ
ン
タ
ー
の
入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
、
新
入
所
生
の
保
護
者
、
高

校
の
先
生
方
、
２
、
３
年
生
入
所
生
も
参

加
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
２
、
３
三
年
生

に
も
、
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
交
流

セ
ン
タ
ー
の
記
念
す
べ
き
第
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

日
の
夜
に
は
、
２
、
３
年
生
の
企
画
し
た

歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
自
己
紹
介
を
し
た
り
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ト
ラ
ン
プ
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
所
生
全
員
が
新
し
い
生
活
に

な
っ
た
の
で
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
暮
ら

し
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
た
り

助
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
生
活
を
築
い

て
い
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
サ

交
流
セ
ン
タ
ー
本
格
始
動
！

　

４
月
19
日
に
、
町
外
・
県
外
出
身
の
新

入
生
14
名
を
対
象
に
「
吉
賀
町
巡
り
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
吉
賀
高
校

を
出
発
し
、
棚
田
、
水
源
公
園
を
巡
る
ツ

ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
見
学
地
や
バ
ス
の

中
で
は
、
地
域
の
方
に
町
の
地
名
や
名
所

に
関
わ
る
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
県
外
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
然

た
っ
ぷ
り
の
景
色
に
興
味
津
々
だ
っ
た
よ

う
で
、
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
い
る
生

徒
も
い
ま
し
た
。
バ
ス
に
同
乗
し
た
我
々

豊
か
な
自
然
を
満
喫
！

ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ク
ラ
マ
ス

交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
元
食

材
を
使
用
し
た

手
作
り
の
食
事

提
供
に
力
を
入

も
、
吉
賀
町

の
自
然
の
豊

か
さ
に
改
め

て
気
づ
か
さ

れ
た
一
日
に

な

り

ま

し

た
。

れ
て
い
ま
す
。
栄
養
士
さ
ん
が
、
旬
の
食

材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
郷
土
料
理
の

『
元
気
な
今
か
ら
介
護
予
防
』

質
問

『
元
気
の
源
は
食
べ
る
こ
と
！

　
　

野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
！
』

　

今
回
は
、
３
月
に
開
催
し
た
健
康
教
室
『
ス

マ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
』
に
お
い
て
、
参
加
者
の

方
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
！

～
解
説
～

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
『
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
』

が
市
販
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
野
菜

摂
取
に
代
わ
る
も
の
か
？

答
え

代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
、
野
菜
が
と
れ
な
い
と
き
の

補
助
的
な
も
の
と
し
て
考
え
、
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
販
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
多
く

は
、
濃
縮
や
殺
菌
の
た
め
、
製
造

過
程
で
加
熱
処
理
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
す
る
と
、
熱
に
弱
い
酵
素
は
失

活
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
激
減
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
野
菜
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
食
物
繊
維
は
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
半
分
以
下
に

減
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
、
「
１
日
に
摂
取
し
た
い

野
菜
の
量
３
５
０
ｇ
が
含
ま
れ
て
い

る
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
商
品

で
あ
っ
て
も
、
３
５
０
ｇ
の
野
菜
を

原
料
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

栄
養
素
も
３
５
０
ｇ
分
の
野
菜
そ
の

ま
ま
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
に
は
食

塩
を
添
加
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

塩
分
量
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は
、

野
菜
が
十
分
に
と
れ
な
い
と
き
に
補

助
的
に
飲
む
こ
と
に
し
、
基
本
的
に

は
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る
ほ
う
が

断
然
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ

る
こ
と
を
心
が
け
、
元
気
に
暮
ら
し

ま
し
ょ
う
！

献
立
を
考
え
、

調
理
員
さ
ん
が

心
を
込
め
て
調

理
し
て
、
生
徒

さ
ん
達
の
食
を

サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

町巡りで自然の豊かさを知る
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健康コーナー

　毎年５月３１日は世界禁煙デーで、たばこの害から身体を守る啓発キャンペーンが世界中

で取組まれます。

　タバコは百害あって一利なし！！です。煙に含まれるニコチンやタール、一酸化炭素など

の有害物質が身体のガンを発症させることが科学的に証明されています。骨髄性白血病の発

症も引き起こすとの報告も最近報道されています。

　タバコの健康被害は吸う人だけにとどまりません！タバコの煙には、本人が吸う「主流煙」

と、タバコの先から立ち上る「副流煙」とがあります。タバコの煙に含まれる有害物質は主

流煙よりも副流煙に多く含まれているのです（下記の表参照）。この副流煙を自分の意思と

は無関係に吸い込んでしまうことを「受動喫煙」と呼び、様々な健康被害を引き起こすこと

が明らかになっています。

　地域全体で受動喫煙防止に取り組んでいきましょう！

吉賀町でのとりくみ

　吉賀町でも毎年「健康づくり推進会議酒・たばこ・こころ

の健康部会」が中心となって、町内で啓発キャンペーンを展

開しています。また、受動喫煙対策として、公民館、学校、

保育所といった公的施設や地域の集会所などを禁煙施設とし

て保健所に登録する取り組みも推奨しています。今後は事業

所や飲食店等のへの協力を得ていけたらと思います。

このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。

今回のテーマは、「禁煙を拡げよう！」

成分 主流煙 副流煙 有害物質の特徴

ニコチン １．０ ２．８
血圧や心拍を上昇させ、心臓に負担をかける。

依存性がある。

タール １．０ ３．４
40 種類以上の発がん性物質を含み、身体の

各部でがんの発生を促進させる。

一酸化炭素 １．０ ４．７ 動脈硬化を促進させる。

＜主流煙（1.0）と副流煙の有害物質の比較＞

主流煙よりも副流煙の方が数倍も

有害物質が含まれています。

保健福祉だより
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食育コーナー　吉賀町食生活改善推進協議会　総会開催

　「私たちの健康は私たちの手で」をス

ローガンにしている本協議会は、今年度

48 名の会員で活動しています。4 月 28

日に総会が開催され、昨年の事業報告、

今年度の事業計画について承認されまし

た。また、今年度は役員改選もあり、会

長に三浦万利子さん（柿木支部長）、副

会長に木戸昌子さん（六日市支部長）が

選任されました。

保健福祉だより

　総会に引き続き研修会では、「食べ物で変わる心と身体」題して江津市に在住の上級食育指導士

の山口栄
さかえ

延さんに講演いただきました。ご自身の子育ての体験から食を見直したお話しから始まり

ました。砂糖の取りすぎがなぜいけないのか、身体を造るために何を食べればよいのかなど食を通

して心と身体が造られることをわかりやすくお話しいただきました。

　午後は六日市支部、柿木支部の会員と交流を図る目

的でレクリエーションを行いました。吉賀町レクリ

エーション協会会長の澄川恵美子さんにお越しいただ

きました。頭を使ったり、体を動かしながら、笑いも

いっぱいのあっという間の 1 時間で交流を深めまし

た。

　吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容

は、うすあじの普及・『食育の日』の PR・バランスガ

イドの普及・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢者

の低栄養予防・災害に備えた地域づくり・運動習慣の

定着・がん検診の受診のすすめなどです。今年度も各地区での教室や訪問、イベントなどで、お会

いしますが、この活動にご理解をいただき、一緒に楽しく健康なまちづくりを目指しましょう。ピ

ンクのエプロンと Tシャツが目印です。

　また新たな会員も募集しておりますのでお近くの地域の食生活改善推進員か役場の保健師までお

声かけください。

「私たちの健康は私たちの手で」

副会長の木戸昌子さん会長の三浦万利子さん

講師の山口栄延さん
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今
月
の
本
の
紹
介
（
西
部
読
書
セ
ン
タ
ー
の
本
よ
り
）

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

梅
雨
の
頃
に
鮮
や
か
に
花
を
咲
か
せ
る
紫
陽
花
。

花
の
色
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
の
で
「
七
変
化
」

と
も
。

　

小
さ
な
花
び
ら
が
集
ま
っ
て
咲
き
ま
す
が
花
に

見
え
る
の
は
実
は
ガ
ク
。
ア
レ
ン
ジ
の
メ
イ
ン
に

し
て
も
花
の
間
を
埋　

め
る
脇
役
と
し
て
も
活
躍

し
ま
す
。
水
揚
げ
が
悪
い
の
で
切
り
口
を
焼
い
た

り
切
り
口
に
割
を
入
れ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

花
言
葉
は｢

移
り
気
」｢

我
慢
強
い
愛
情
」「
高
慢
」

｢

元
気
な
女
性
」[

変
節
」

　

・
紫
陽
花
や
藪
を
小
庭
の
別
座
敷･

･
･
･
･
･

　

松

尾
芭
蕉

　

・
紫
陽
花
の
末
一
色
と
な
り
に
け
り･

･
･
･

　

小

い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
元
気
な
脳
」
で
い
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
友
栄
一　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

場
所
別
モ
ノ
別
収
納
法　

飯
田
久
恵　
　
　
　
　
　

小
学
館

ア
ン
と
青
春　
　
　
　
　

坂
木　

司　
　
　
　
　
　

光
文
社

い
く
つ
に
な
っ
て
も　
　

渡
辺
淳
一　
　
　
　
　
　

講
談
社

遠
す
ぎ
た
終
着　
　
　
　

日
下
圭
介　
　
　
　
　
　

祥
伝
社

負
け
ん
と
き
上･

下　
　

玉
岡
か
お
る　
　
　
　
　

新
潮
社

ル
ー
ジ
ュ　
　
　
　
　
　

柳　

美
里　
　
　
　
　
　

角
川
書
店

ロ
ス
ト
ワ
ー
ル
ド　
　
　

林　

真
理
子　
　
　
　
　

読
売
新
聞
社

我
が
家
の
内
輪
話　
　
　

三
浦
朱
門　
　
　
　
　
　

世
界
文
化
社

お
い
し
い
よ　
　
　
　
　

か
ん
ざ
わ
と
し
こ　
　
　

こ
ぐ
ま
社

お
や
お
や
お
や
さ
い　
　

石
津
ち
ひ
ろ　
　
　
　
　

福
音
館
書
店

き
い
て
き
い
て　
　
　
　

た
か
ぎ
ち
ず　
　
　
　
　

長
崎
出
版

に
ゃ
ー
ご　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也　
　
　
　
　
　

鈴
木
出
版

ね
え
し
っ
て
る
？　
　

 
 

ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ 

 
 
 

幻
冬
舎

わ
た
し
は
あ
か
ね
こ　
　

サ
ト
シ
ン　
　
　
　
　
　

文
渓
堂

わ
っ　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
洋
介　
　
　
　
　
　

小
峰
書
店

林
一
茶 

 
 

な
ど
の
句
が
あ
り
ま
す
。

　

近
く
で
紫
陽
花
の
花
が
見
れ
る
と
こ
ろ

　

益
田
市
種
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
（
あ
じ
さ
い
園
）

　

山
口
市･

･
･

重
源
の
郷　

・　

防
府
市･

･
･

阿
弥
陀
時

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
５
月
は
「
安
蔵
寺
山
山
頂
付
近
」「
木

部
谷
大
規
模
林
道
」
「
き
ん
祭
み
ん
祭
農

業
文
化
祭
」「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
（
蓼
野
）
」

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
６
月
は
、「
吉

賀
町
の
神
楽
」
「
下
須　

馬
の
盥

た
ら
い

」
「
大
井

谷
の
棚
田
」「
大
井
谷　

平
重
経
の
墓
」「
椛

谷　

銚
子
の
滝
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
絵
本
展
示
と
テ
ー
マ
展
示
】

　

児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
虫
の
絵
本

を
集
め
て
並
べ
て
い
ま
す
。
大
人
に
は
嫌

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

吉賀町立図書館

 [ ６月のみたい号巡回日 ]

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２９日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　３０日

柿木小学校　　６・２０日　柿木中学校　　６日

蔵木小学校　　７・２１日　蔵木中学校　　７日

七日市小学校　８・２２日　吉賀中学校　　８日

朝倉小学校　　９・２３日　六日市小学校１５日

＊都合により日程変更の場合があります。

[図書館の休館日 ]

毎月曜日と祝日は休館です。

[お知らせ ]

〇５月下旬に島根県立図書館の図書が入れ替わります。

[図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況４月》

　●貸出総数　３，５２３冊

　●貸出人数　　 ５４１人

　●来館者数　　 ７５４人

　《ベスト・リーダー！４月》

「九十歳。何がめでたい」　佐藤　愛子　著

「罠に落ちろ」　　　　　　藤田　宜永　著

「誘拐捜査」　　　　　　　緒川　　怜　著

「お寺のしあわせごはん」　青江　覚峰　著

「人生の踏絵」　　　　　　遠藤　周作　著

≪ベスト・リーダー！２０１６≫

昨年よく読まれた本をご紹介します。

一般図書の部

「コンビニ人間」

　　　　　　村田　沙耶香著　　

「　去　就　」

　　　　　　今野　　敏　著　　

「　天　才　」

　　　　　　石原　慎太郎著　　

児童図書・絵本の部　　　　　　　　　

「ほねほねザウルス　シリーズ」

「バムとケロ　シリーズ」

が
ら
れ
る
虫
で
す
が
、

子
ど
も
に
は
人
気
の
あ

る
テ
ー
マ
で
す
。
テ
ー

マ
展
示
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
農
耕
と
園
芸
に
関

す
る
本
を
並
べ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
に
は
人
気

で
も
、
野
菜
や
花
木
な

ど
に
は
迷
惑
な
虫
た
ち

も
い
ま
す
。
図
書
館
に

あ
る
農
耕
と
園
芸
に
関

す
る
本
を
色
々
と
並
べ

て
み
ま
し
た
。

≪ベスト・リクエスト！２０１６≫

昨年よくリクエストされた本

（一般・児童）を紹介します。

１位「ほんとうにあった怖い話」

　　　　　　　　　（児童図書）

１位「コンビニ人間」

　　　　　　　　　（一般図書）

２位「　火　花　」

　　　　　　　　　（一般図書）

２位「山田県立山田小学校」

　　　　　　　　　（児童図書）

２位「蜜峰と遠雷」

　　　　　　　　　（一般図書）
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４
月
27
日
、
む
い
か
い
ち
温
泉
ゆ
・
ら
・

ら
中
庭
で
行
わ
れ
た
新
彫
刻
除
幕
式
。
町

民
・
児
童
・
園
児
ら
約
１
３
０
名
が
集
い
、

新
彫
刻
誕
生
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
設
置
さ
れ
た
彫
刻
【
Ｔ
Ｏ 

Ｔ

Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
】
は
台
座
を
含
め
高
さ
４
．

２
ｍ
で
南
ア
フ
リ
カ
産
の
黒
御
影
石
を
使

用
し
澄
川
作
品
の
特
徴
【
そ
り
】
が
来
場

者
の
目
を
引
き
ま
し
た
。
正
面
に
は
金
箔

で
あ
し
ら
わ
れ
た
模
様
が
あ
り
、
合
併
前

新
彫
刻　

除
幕

吉
賀
町
の
未
来
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
シ
ン
ボ
ル

新彫刻からおよりんさんせまで見通せる「彫刻の道」彫刻の説明を受け、文化に触れる児童

「ＴＯ　ＴＨＥ　ＳＫＹ」と触れ合う児童

新彫刻「ＴＯ　ＴＨＥ　ＳＫＹ」を紹介する澄川喜一氏

の
昭
和
22
年
当
時
の
旧
５
町
村
（
蔵
木
村
、

六
日
市
町
、
朝
倉
村
、
七
日
市
村
、
柿
木

村
）
が
一
体
と
な
っ
た
現
在
の
吉
賀
町
と

な
り
、
未
来
に
向
け
て
飛
躍
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
願
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

新
彫
刻
の
周
辺
は
石
見
地
方
で
よ
く
見

ら
れ
る
石
州
瓦
の
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
、

調
和
の
と
れ
た
景
観
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

除
幕
式
後
に
行
わ
れ
た
、
彫
刻
の
道
お

披
露
目
で
は
渡
り
廊
下
を
撤
去
し
た
事
に

よ
り
新
彫
刻
か
ら
お
よ
り
ん
さ
ん
せ
ま
で

一
直
線
に
開
放
さ
れ
、
自
然
豊
か
な
山
々

と
彫
刻
が
一
体
と
な
っ
た
パ
ノ
ラ
マ
が
広

が
り
ま
す
。
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サ
ロ
ン
で
は
毎
月
３
Ｂ
体
操
や
う
た
あ

そ
び
な
ど
様
々
な
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
Ｂ
体
操
で
は
、
お
母
さ
ん
の
産
後
の

気
に
な
る
身
体
や
、
骨
盤
矯
正
に
な
る
動

き
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
お
家
で
繰
り

返
し
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
。

親
子
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し

た
り
、
く
す
ぐ
り
あ
そ
び
を
入
れ
た
触
れ

合
い
あ
そ
び
や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン　

３
Ｂ
体
操

　

４
月
16
日
（
土
）
に
第
７
回
関
西
吉
賀

会
総
会
及
び
懇
親
会
が
大
阪
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
27
人
が

出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

町
か
ら
は
中
谷
町
長
、
安
永
議
長
が
出

席
し
、
町
の
近
況
が
伝
え
ら
れ
、
懇
親
会

で
は
深
谷
大
橋
の
開
通
式
典
の
ム
ー
ビ
ー

が
放
映
さ
れ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
特
産

品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と

の
遊
び
の
時
間

に
子
ど
も
た
ち

も
と
て
も
い
い

笑
顔
を
見
せ
、

声
を
あ
げ
て
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

お
家
で
も
で

き
る
簡
単
な
遊

び

が

中

心

に

な
っ
て
い
て
、

お
家
で
も
家
族

で
楽
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

関
西
吉
賀
会　

定
例
総
会
開
催

　

去
る
３
月
４
日(

土)

に
全
国
食
育
コ

ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
が
東
京
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
か

き
の
き
保
育
所
が
優
秀
賞
受
賞
を
し
た
の

で
、
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
前
年
度

に
続
き
連
続
の
快
挙
に
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
今
回
の
食
育
の
取
り
組
み
は
、「
ね
ぇ
、

う
ち
で
麹
食
べ
て
み
ん
？
～(

園
か
ら
家

庭
へ
』
家
族
に
届
け
塩
麹
～
」と
い
う
テ
ー

マ
。

　

有
機
農
業
の
先
駆
者
で
あ
る
福
原
圧
史

さ
ん
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
い
い
土
に

も
体
の
中
に
も
い
い
菌
が
い
る
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
子
ど
も
も
保
育
者
も
菌
が
体

に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
年
長
児
が
残
し
て
く
れ
た
塩
麹
が

あ
っ
た
の
で
、
続
け
て
塩
麹
作
り
を
し
な

が
ら
、
年
長
児
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
が
担
任
、

調
理
師
と
何
を
作
る
か
話
し
合
い
を
し
て

決
め
、
保
護
者
の
方
も
大
人
シ
ェ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
畑
で
採

れ
た
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
塩
麹
入
り
た
け

の
こ
ご
飯
、
そ
ら
豆
塩
麹
入
り
シ
チ
ュ
ー
、

塩
麹
入
り
さ
つ
ま
い
も
ご
飯
、
な
ど
塩
麹

が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

第
11
回
全
国
食
育
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
秀
賞
受
賞
！

～
か
き
の
き
保
育
所
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
か
ら
発
信
～

　

塩
麹
を
保
護
者
に
も
お
す
そ
わ
け
し
た

と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
家
庭
で
は
「
塩
麹

入
り
○
○
を
作
っ
て
み
ま
し
た
！
お
い
し

か
っ
た
！
」
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、

保
育
所
か
ら
発
信
し
た
こ
と
が
広
が
り
を

み
せ
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
手
作

り
の
塩
麹
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
保
護
者
も

い
ま
し
た
。
秋
に
お
米
を
収
穫
し
た
際
に

出
た
ぬ
か
を
ど
う
し
よ
う
か
？
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
ぬ
か
床
ま
で
作
っ
た
リ
ト
ル

シ
ェ
フ
。
毎
日
か
き
混
ぜ
、
季
節
の
野
菜

を
漬
け
、
ぬ
か
床
の
菌
も
体
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

手
間
暇
か
け
な
く
て
も
た
い
て
い
の
物

が
食
べ
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
本
当
に
身

体
に
良
い
食
べ
物
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き

た
物
で
す
。
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
良

い
物
を
食
べ
て
元
気
に
な
れ
る
豊
か
な
食

体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
保

育
者
、
み
ん
な
で
育
っ
て
い
き
た
い
と
同

時
に
子
ど
も
達
が
将
来
体
に
と
っ
て
よ
り

良
い
物
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

な
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

初
の
試
み
の
餅
つ

き
も
行
わ
れ
、
つ
き

た
て
の
お
餅
を
食

べ
、
昔
懐
か
し
い
味

に
会
場
内
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。



広報よしか　2017 年 6 月号　№ 140　　16

できごと・話題

第
12
回
よ
し
か
・
夢
・

　
　
　

花
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
！

　

４
月
30
日
に
「
第
12
回
よ
し
か
・
夢
・
花
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
原
裕
美
子
さ
ん
を

招
き
、
県
内
外
か
ら
約
１
，
６
０
０
人
が
参
加
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
額
に
大
粒

の
汗
を
う
か
べ
な
が
ら
力
走
す
る
選
手
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
走
り
終
え
た
後
は
テ
ン
ト
村
で
買
い
物
を
楽
し
む

人
、
記
念
写
真
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
人
、
温
泉
施
設
で
汗

を
流
す
人
な
ど
思
い
思
い
に
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
り

大
過
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
で

　

《
寄
稿
》

　
　

白
髪
頭
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
永　

愛
子

　

向
こ
う
か
ら
来
る
人
が
怪
訝
な
顔
で
近
ず
い
て
来
る

「
○
○
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
「
当
り
っ
」
透
か
さ
ず
返

事
は
返
し
た
も
の
の
ハ
テ
？
、
ど
な
た
だ
っ
た
か
な
ぁ
？

名
前
が
出
て
来
な
い
、
懐
か
し
さ
一
杯
の
返
事
を
し
た
の

で
、
今
に
成
っ
て
分
ら
な
い
で
は
大
変
失
礼
に
な
る
、
あ

い
ず
ち
を
打
ち
乍
ら
頭
の
中
は
大
混
乱･

･
･

あ
っ
分
っ

た
！
其
の
手
振
り
口
振
り
は
、
あ
の
人
の
も
の
だ
、
青
春

時
代
の
小
事
件
、
滑
稽
談
が
蘇
り
、
同
時
に
抱
き
合
っ
た
。

又
「
○
○
ち
ゃ
ん
か
い
の
う
、
何
と
白
髪
に
成
っ
た
の
う
」

戦
時
を
共
に
越
え
た
上
級
男
性
の
相
変
わ
ら
ず
な
モ
ロ
な

云
い
方
で
も
、
口
振
り
の
優
し
さ
が
胸
に
沁
み
こ
む
。

　

い
つ
ま
で
も
美
し
く
有
り
た
い
、
だ
が
現
実
が
確
固
た

る
証
拠
を
見
せ
付
け
る
。
こ
こ
迄
来
る
と
、
も
う
観
念
す

る
し
か
仕
方
が
な
い
。
不
思
議
な
も
の
で
、
そ
う
思
い
を

代
え
る
事
で
随
分
気
持
ち
が
楽
に
成
り
ま
し
た
。
今
で
は

悠
々
楽
々
の
歳
自
慢
に
変
え
て
、
日
々
無
頓
着
を
装
い
、

居
直
っ
て
居
り
ま
す
。

　

と
は
云
え
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
に
は
ボ
ケ
の
出
現
も
気

味
悪
く
、
此
の
撃
退
法
も
考
え
乍
ら
、
未
だ
転
が
っ
て
い

る
は
ず
の
楽
し
み
を
探
し
に･

･
･

　

さ
あ
、
前
向
き
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
４
月
23
日
（
日
）
広
島

市
の
横
川
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
横
川
ふ
し

ぎ
市
に
参
加
し
ま
し
た
。
横
川
ふ
し
ぎ
市
は

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
、
広
島
で
自
動
車
修

理
会
社
を
経
営
し
て
い
る
三
上
盛
夫
さ
ん

（
蔵
木
出
身
）
ら
出
身
者
を
中
心
に
協
力
を

し
て
も
ら
い
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
春
の
山
菜
・
タ
ケ
ノ
コ
を
は
じ
め
、

甘
酒
な
ど
新
し
い
商
品
も
持
ち
込
み
会
場
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
や
わ
ら
か
揚
げ
な
ど

毎
年
買
い
に
来
て
く
れ
る
方
、
焼
き
鳥
を

何
度
も
買
っ
て
い
た
だ
い
た
リ
ピ
ー
タ
ー
、

早
々
に
ふ
き
を
買
い
占
め
て
い
た
だ
い
た

方
、
そ
う
い
っ
た
多
く
の
吉
賀
町
フ
ァ
ン
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

横
川
ふ
し
ぎ
市
開
催

　
　
　
　
　
　
　

吉
賀
町
物
産
Ｐ
Ｒ

晴天に恵まれて大盛況でした

今年も盛り上がりをみせたよしか・夢・花・マラソン

ご
声
援
い
た
だ
い
た

皆
様
に
も
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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《
短
歌
》

テ
レ
ビ
文
字
読
み
終
ら
ず
に
文
字
が
消
え

　
　

テ
レ
ビ
を
恨
み
我
身
の
悩
み　
　
　
　

堀　

米
喜

北
向
き
の
山
並
埋
め
咲
く
こ
ぶ
し

　
　

真
白
き
春
を
見
ぬ
農
憂
ふ　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

ふ
れ
あ
い
の
友
又
一
人
逝
き
去
り
て

　
　

よ
み
が
え
り
来
る
友
の
歌
声　
　
　
　

佐
々
田　

登

サ
ク
ラ
咲
き
若
き
希
望
の
夢
い
だ
き

　
　

門
出
の
道
に
朝
日
差
し
込
み　
　
　
　

川
口　

敦
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

亀
鳴
く
や
月
の
い
つ
し
か
雲
の
中　
　
　
　

茅
原　

久
子

近
寄
れ
ば
ゆ
ら
り
と
枝
垂
桜
か
な　
　
　
　

三
浦　

一
美

せ
り
に
う
ど
け
ふ
は
た
け
の
こ
も
ら
ひ
け
り　
　

山
崎
美
智
子

山
笑
ふ
曾
孫
笑
ひ
て
母
笑
ふ　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

春
た
の
し
ロ
ボ
ッ
ト
と
競
る
ゲ
ー
ム
か
な　

斎
藤
ツ
ル
子

留
守
番
の
厨
に
立
て
る
花
見
時　
　
　
　
　

河
野　

由
希

茎
立
ち
や
尾
根
八
方
に
名
残
り
雪　
　
　
　

斎
藤
ル
リ
子

ト
ラ
ク
タ
ー
行
き
た
る
後
や
春
の
月　
　
　

大
場　

博
明

流
鏑
馬
の
駒
繋
が
る
る
桜
か
な　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
４
月
届
出
）

　
　

平
岡　

文
子　
　

さ
ん　

99
歳　
　
　

有
飯

　
　

重
見　

信
子　
　

さ
ん　

86
歳　
　
　

柿
木

　
　

金
川　

覺　
　
　

さ
ん　

93
歳　
　
　

沢
田

　
　

坪
井　

勇
子　
　

さ
ん　

96
歳　
　
　

柿
木

　
　

齋
藤　

や
す
子　

さ
ん　

93
歳　
　
　

蓼
野

　
　

木
﨑　

ト
メ
ヨ　

さ
ん　

96
歳　
　
　

沢
田

　
　

上
田　

定
良　
　

さ
ん　

70
歳　
　
　

有
飯

　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば
　

《
川
柳
》

旅
に
出
て
睡
眠
不
足
い
び
き
攻
め　
　
　
　

村
上　

毅

春
雪
や
取
越
し
苦
労
の
老
夫
婦　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

ロ
ケ
ッ
ト
が
越
す
も
ん
じ
ゃ
な
い
日
本
海　

大
場　

博
明

九
十
坂
越
え
て
ま
だ
ま
だ
道
広
し　
　
　
　

大
庭　

寛

山
を
越
え
文
の
使
い
に
兄
妹
で　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

峠
越
す
と
祖
父
が
待
っ
て
る
甘
え
た
日　
　

増
田
ム
ナ
コ

ホ
ラ
見
て
見
て
小
さ
な
溝
を
超
え
し
孫　
　

寺
戸
美
瑳
子

八
十
才
超
え
て
子
供
に
支
え
ら
れ　
　
　
　

斎
藤　

絹
子

度
を
越
し
た
春
の
寒
さ
に
花
び
び
る　
　
　

澤　

三
智
代

年
越
せ
ば
ま
た
ま
た
一
つ
と
し
を
と
る　
　

皆
田　

卓
宣

父
の
背
な
超
え
て
み
た
い
な
何
時
の
日
か　

水
上　

健
二

背
丈
伸
び
す
ぐ
越
さ
れ
そ
う
孫
娘　
　
　
　

大
庭　

和
子

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
４
月
届
出
）

　
　

山
根　

詩
華
（
し
い
か
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

誠
・
美
沙
乃
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　
　

岡
﨑　

帆
希
（
ほ
ま
れ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

寛
・
真
弓
さ
ん
の
子　
　
　

白
谷

　
　

石
井　

蛍
（
ほ
た
る
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

猛
・
由
香
利
さ
ん
の
子　
　

柿
木

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
５
月
号
№
１
３
９
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
10
頁　

お
知
ら
せ　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　

地
方
債
現
在
高
及
び
当
該
年
度
末
現
在
高
見
込

　

誤　

合
計

　

正　

水
道
事
業

・
27
頁　

ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば

　

誤　

こ
の
話
云
う
た
か
聞
い
て
又
喋
る　

岩
上
武
史

　

正　

こ
の
話
云
う
た
か
聞
い
て
又
喋
る　

大
庭
寛



編
集
・
発
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吉
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企
画
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〒
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5
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6 ：00  

●島大病院ちょっと

　気になる健康講座 

7：00 

●出雲のほそ道

6 ：00  

●お天気てるてる情

　報Vol.26

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス5月号 

13：00 

●釣り天国！石見 

　5月号

6：00 

●ますますおいしい 

　6月放送分 

7：00

●うらうらとゆく

6 ：00  

●グラントワチャン

　ネル 6月号 

7：00 

●歴博ＮＥＷＳ

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

4

6 ：00 

●ニュースサンネット

3

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね5月号

2

6 ：00  

●地域活性化講演

　会（益田市）

1

6 ：00 

●ニュースサンネット

11

6 ：00 

●ニュースサンネット

10

6：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.9

9

6 ：00  

●ますますおいしい 

　6月放送分 

 

7：00 

●うらうらとゆく

8

6 ：00  

●グラントワチャン

　ネル 6月号 

7：00 

●歴博ＮＥＷＳ

7

6 ：00  

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.15 

7：00 

●ちょい旅きぶん

6

6 ：00  

●ニュースサン  
　 ネット 月間総集

　 編5月放送分　

5

6 ：00 

●ニュースサンネット

18

6 ：00 

●ニュースサンネット

17

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね6月号　

16

6 ：00  

●学ぼうＢＯＳＡＩ

15

6 ：00  

●お天気てるてる情

　報Vol.26

14

6 ：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス5月号 

7：00 

●釣り天国！石見 

　5月号

13

6 ：00  

●島大病院ちょっと

　気になる健康講座 

7：00 

●出雲のほそ道

12

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.15 

7：00 

●ちょい旅きぶん

20

6 ：00  

●ニュースサン　

　 ネット 月間総集

　 編5月放送分

19

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間新番組のおしらせ

666

再

再

再

再

再

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.9

232221

再

6 ：00 

●ニュースサンネット

25

6 ：00 

●ニュースサンネット

24

再

再

2726 28

6 ：00  

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 6月号　

30

6 ：00  

●学ぼうＢＯＳＡＩ

29

再 再

再

再

再

再

再

まちかどメッセージ募集中！

再

議会中継のおしらせ

　
津和野町議会・吉賀町議会６月定例会中継録画

番組により、一部番組スケジュールを変更する

場合があります。

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送      …再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

６月より番組が増えました！ 

◆ちょい旅きぶん（ひらたCATV制作）

◆出雲のほそ道（出雲ケーブルビジョン制作）

◆島大病院ちょっと気になる健康講座（出雲ケーブルビジョン制作） 

◆歴博ＮＥＷＳ（出雲ケーブルビジョン制作）

◆うらうらとゆく（山陰ケーブルビジョン制作）

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の四

季折々の風景を番組が放送されていない時

間帯にデータ放送とともにお送りしていま

す。

　みなさんのお住まいの地域で放送してほ

しい景色・風景などありましたらぜひサン

ネットにちはらまでお寄せください。

広報よしか　2017 年 6 月号　№ 140　　18


